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○基礎研究の成果を経済成長に結びつけるためには、基礎研究と実用化の間にある研究開発における「デスバレー」克服が不可欠  

○企業の自前主義からオープンイノベーションヘ、研究成果の実用化促進のためのイノベーションシステムを構築  

デスバレー」克月  

＜課題＞真に企業の求める課題解決のため  

の基礎研究段階からの産学の協働が不足  
＜課題＞・実用化に向けた研究開発における資金・経営人材・ガバナンスが不足  

・世界的に見て、我が国企業の大学等への研究費支出割合は低い  
※
直
接
的
な
経
済
波
及
効
果
‖
約
7
百
億
円
、
年
・
雇
用
創
出
効
果
・
約
4
千
7
百
人
、
年
 
 
 

産
学
官
連
携
の
効
率
性
向
上
に
よ
り
中
長
期
的
に
、
約
1
兆
3
千
住
円
の
経
済
効
果
、
約
1
8
万
人
の
雇
用
創
出
に
貢
献
 
 

l‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  
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産学による耗飼の場の構寮  【20億円】  

研究初期段階から投資機関が参画。事業化に向けた助言等を行い  
審査等を踏まえ投資を実施  
マッチングファンド等により、民間資金を活用。出口を見据えた実用  
化研究支援を実施  企業の人的リソースも活用しつつ、企業  

の技術テーマの解決に資する研究課題  
を大学等が実施  
非競争領域の研究成果を産苧が共有し  
オープン・イノベーション促進  

民間研究投資を誘発  

遠′ 【30億  

実用化までに特に長期間かつ複雑な手続きが必要なライフ分野  
の有望な研究成果の実用化・事業化を支援  
橋渡し研究支援拠点と研究・医療機関のネットワーク化により  
ノウハウの共有等、効果的・効率的な支援を実施  

＜課題＞大学等の保有特許は単体の特許が多く、関連技術とのパッケージ化がなされておらず、その利用率は全体の半分以下  
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二  
ドと連携した大学等の特許の活用促進 【7億円】  投資機関のフア＼ン  

面値を向上させ、ライセンス活動を支援し、大学等の保有特許利用率を向上  ・ハ○ッヶーソ化等の提案等に   

平成23年度概算要求額：30倍円（特別枠）  
（平成22年度予算捜：24億円）  

○がんや認知症、生活習慣病等の国民を悩ます病に   
対する創薬や医療技術などについて、互望左墨塵   
研究の成星を実用化姐旦   

重畳捷剋重畳底。  

○橋渡し研究を加速するため、全国7亀頭旦支援塾   
息を垂盈と上ヱ、地域性や開発シーズの特性を基   
本とした、大学等から構成される遠遽上研究ネッ  
トワークを形  

○平成23年度までに、各拠点2件の研究シーズを   
治験の段階まで移行させ、拠点の支援能力につい   
て一定の確立を図るとともに、皇塾貞旦旦立上主   
題産土建宝玉盈を促進。  

波及効果と成果の例  概要・実施体制  
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ィルスにより、がん細胞だ▲一遼遠 るように人工的に造ったっ  けを壊滅させる 
。  企業への  

ライセンスアウト   

先進医療・  

治験 ※  
（厚労省t無産省が支援）   

※シーズの進捗状況（H22．7現在）   

治旗へ移行  4件   

企業へのライセンスアウト†0件   

先進医療・高度医療 5件  

がん患者数二約64万人、国民医療費：約3兆円  

■脳梗塞に対する細胞治療   
自己の骨髄細胞を用いた  

新治療法。麻痺していた身  
体が動くようになるなど、  
これまで12例で顕著な臨  
床効果を確認。  

脳梗塞患者数：約40万人、国民医療費：約6千億円   



臨床研究と治験について  桔渡し研究拠点（アカデミア）における出口の明確化  

＊GCP（GoodCIinicaIPractice）：医薬品の治験実施にお  
ける安全性や信頬性等の基準。平成9年3月厚生労働省省  
令として施行。日米欧により合意された1CH－GCPに基づく。  

平成23年度末までに  

各拠点で2件のシース  

を治験段階まで移行  

全シーズ  80件  

治験  4件  

ライセンスアウト10件  

先進医療・高度医療  

5件  
（平成22年7月現在）  
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研究・医療機関  

ノ蝶≦鞍≡こノ      ヽ  〔雪空琵写：芸芸冨芸㌔【タ管理）  〔．！∴∴－さ－ミ‥・‥〕  
※1年遅れて採択した九州大学を含めた平均値  

★：橋渡し研究支援拠点  
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R＆Dパイプライン一対象疾患別－  
※先進医療，高度医療，治験を出口とするシーズ  （平成22年3月現在）   

臨床研究段階   
申請準備中／   申請中／  

疾奉分類  
治験届準備中   被験者登録中   

☆☆  
癌  00◇◇☆☆  ◆  ★   ★   

☆  

脳・神経系疾患   ☆  ●  
☆  

★  

循環器疾患   
◇ 書   ◆  ★   ★   

骨・関節疾患   88 ◇ 霊   ★   ★   

眼疾患   ○  ◇   
●  
●  

皮膚疾患   ○ ★   

○  

感染症   ☆  

糖尿病  ：吏二  

◆   

その他   ☆   
★  

◆  

先進医療二  臨床研究段階○  高度医療二  臨床研究段階◇  治験＝  臨床研究段階☆  

治験届準備中★  

被験者登録中★  

申請準備中◆  

申請中◆  

申請準備中 ●  

申請中●  

摂  要  

大学等の研究威  科学技節振興桟橋仁JST）の研究開発支援と産業革新横活モ削C胡の投資機能を活用し、  
果の事業化を目脂す。  
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文部科学省  

厚生労働省  

経済産業省  
平成23年度「再生医療の実現化ハイウェイ」文科省、厚労省、経産省の運営体制  

再生医療の実現化ハイウェイ構想  

再生医療のいち早い実現化のため、文部科学省、厚生労働省、経済産業省が連続的に支援を実施することが可能な仕組  
みを構築し、長期間（10～15年間）、研究開発を支援・橋渡しすることを目指す。  

◆課題の内容や進捗状況に応じた制度  
・課題A（10億円×1課題）（厚労省）次年度には臨床研究実施のための効率的臨床研究基盤を探索・実証する研究を対象。  
・課題B（2億円程度×5課題）（文科省）1～3年目までに臨床研究に到達することを目指す。体性幹細胞を用いた研究を想定。  
・課題C（1．5億円程度×7課題）（文科省）5～7年目までに臨床研究に到達することを日精す。iPS／ES細胞を用いた研究を想定。  
・課題D、E （13．4億円）（経産省）再生医療の基盤となる周辺機器（簡便で正確な細胞評価装置、培養装置等）を開発。  
・課題F（4．3億円の内数）（軽産省）再生医療技術を活用し、生体内で自己組織の再生を促す再生デバイスを開発。  

◆文科省、厚労省が協伸して評価を実施し、結果が芳しくないものは非培床研究段階から支援を打ち切り。  
◆PMDAの要事相談窓口が可姥となる仕組みの構築  
◆基瑞研究から臨床研究への迅速かつシームレスな移行を可能とする仕組みの構築  

l  

‡関係省庁が有機的に連；  

：携し、再生医療の実現：  
；に向けた取組を一体的：  

：に推進  
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿l  

たな再生医漕技術に関する  

非薦床研究  臨床研究  

◆課題B、課題Cの採択lま、文科  

省、厚労省が協働して実施  

■ ◆治療用装置や医撥機器など  
の開発  

◆最先端の基礎研究成果を装  
置間発等に迅速に反映  

◆技綿動向や安全性基準に関する情報を遜  
次共有しながら周辺機番を謂発  

病態解明等  
への活用  

医療以外のヒト  S細胞研究での  医療研究への還  

ヒトiPS・ES細聴等幹細胞に係る研究   




